
体育祭に全力で取り組む生徒たち

阪野佳音

吉川陽菜

だんたいこう

　本校では、６月に３団対抗での体育祭を行っていま
が む しゃ ら

す。今年の体育祭のスローガンは、「我夢者楽～すべ

てを出してその向こうへ～」でした。練習では、仲間
せっ さ たく ま

と切磋琢磨し、お互いに団結力を高め合いました。
す ば

　３年生は、最後の体育祭だったので、素晴らしい体
おうえん きょうぎ

育祭にするために意見を出し合い、応援や競技などを
き かく

企画し、たくさん練習をしてきました。その結果、ど
えん ぎ

の団も素晴らしい演技や競技を見せてくれました。
じゅんび

　体育祭の準備、式の進行などは、体育祭実行委員や生
え がお

徒会が中心となりました。今年の体育祭も、生徒全員でつくり上げた笑顔

あふれる体育祭になりました。これからも「あかるく、さわやか、ひたむ
さか の か のん よしかわ ひ な

きに」体育祭を続けていきたいです。 （３年　阪野佳音、吉川陽菜）

校長と話しながら給食を食べる生徒たち

高田愛莉

山本千鈴

　本校では、ランチミーティングという、給食時に生
もう

徒と校長先生が話せる機会を設けています。主に、生
やくわり

徒会や実行委員などの学校や行事を取りまとめる役割

の生徒たちがランチミーティングに参加しています。

　体育祭実行委員とのランチミーティングでは、体育

祭に向けてどのような目標を持ち、進めていきたいか

などを話し合いました。校長先生の思いと実行委員と
ふく

の思いを共有し生徒だけでなく、先生方を含めた全員

が楽しめる体育祭にするために思いを高めました。

　学級委員とのランチミーティングでは、各学級の問題点について出し
かいけつ

合い、校長先生から解決に向けてのアドバイスをいただきました。
たか だ あい り やまもと ち すず

（２年　高田愛莉、山本千鈴）
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板橋莉子 川﨑里菜

あさひ

　旭中では七つの委員会が活動しています。４月から生
エ ボ リ ュ ー シ ョ ン

徒会スローガンを「進化と変化～Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ　
ア ン ド チ ェ ン ジ

ａｎｄ　ｃｈａｎｇｅ～」に変えました。そのスローガ
わたし

ンのもと私たちは各行事を生徒中心でできるように生徒

会として活動してきました。
そうごう すいそう

　今年６月の地区の総合体育大会と吹奏楽部コンクール
げきれい

激励会では、各部活動のキャプテンが総体やコンクール
ほう ふ どうどう

の抱負を堂々と発表しました。生徒会長からは激励の言

葉をもらいました。そのおかげで、全部活動が総体やコ

し き

ンクールに向けての志気を

高めました。また、生徒会
じつげん

の公約を実現するために話

し合いをしたり、「旭中学
え じょう

校生徒心得十か条」を生徒
せいてい

総会で制定したりして、さ

らによりよい旭中にするために取り組んでいます。

　これからも生徒主体の旭中に向けて、日々進化してい
いたばし り こ かわさき り な

きます。 （３年　板橋莉子、川﨑里菜）

筆記用具をリサイクルするための回収
（かいしゅう）箱を作成する生徒たち

あさひ ぶんぼう ぐ

　旭中では、文房具メーカーのパイロットと協力して
かんきょう やさ じつげん

環境に優しい社会の実現に向けて取り組みをしようと
か

しています。その一つとして、ボールペンや、替え
しん

芯、筆記用具のプラスチック部分を集めて、リサイク
じょうぎ か

ル会社に送り、定規に作り替えてもらっています。
ひ ごろ そう

　日頃、旭中では、日本一きれいな学校を目指し、掃
じ ろう か よご

除に力を入れています。昼休みの時間には、進んで廊下の汚れをきれい

にしている人たちもいます。しかし、きれいな学校にするためには、掃
かんきょう

除をするだけではなく、きれいな環境を大切にすることも必要です。
わたし い じ

　私は、旭中の生徒にきれいな環境を維持する心も持ってもらいたいと
エスディージーズ い しき

いう思いやＳＤＧｓの観点から考えました。自分から意識を変え、生徒
たも みな す

一人一人の意識を変え、学校全体をきれいに保ち、皆が過ごしやすい環
やまもとゆう と

境で、学校生活を送れるようにしたいです。 （３年　山本悠翔）
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